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1井寺古墳について

（1）井寺古墳の位置と環境

井寺古墳は、熊本県の中央部、熊本市に隣接する嘉島町に所在する。嘉島町は、熊本平野の

南東部に位置し、北を加勢川、南を緑川によって挟まれた東西に長く伸びる町である。地勢的

な特徴として、山地は飯田山から伸びる北甘木・井寺一帯に広がる台地（北甘木台地）を除く

と殆どすべてが河川堆積物によって形成された平野部である。古墳は町の東部、北甘木台地の

北側にある独立丘陵の頂部付近に存在する。

北甘木台地の一帯は、湧水地としても知られており、古くから湧水を利用した集落が形成さ

れてきたことが近年の発掘調査等により明らかになっている。また、北甘木台地における土地

区画整理事業に伴う埋蔵文化財発掘調査により、弥生時代中期の髪棺墓群などとともに墳丘を

失った周溝のみの古墳群が確認されるなど、井寺古墳以外にもこの周辺には古墳が多数存在し

たことがわかってきた。
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第 1図井寺古墳の位置

（2）発見の経緯

井寺古墳は、安政4(1857)年に羨道部が開口し、発見されたと言われている装飾古墳で、

大正10年3月3日に国史跡として指定された。大正5年に京都帝国大学により調査が実施

され（漬田1917)、翌大正6年に刊行された京都帝国大学考古学研究報告の巻頭を飾った。馬

門石などの凝灰岩で築かれた肥後型の横穴式石室であり、5世紀後半に位置づけられる。羨門

や石室内部に立てかけられた石障に描かれた直弧文などの装飾が図版や写真とともに紹介さ

れ、広く世間に知れ渡ることとなった。
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